
精神専門

問 題

◎ 指示があるまで開かないでください。

一般社団法人 日本ソーシャルワーク教育学校連盟

平成２９年度社会福祉士・精神保健福祉士全国統一模擬試験



（専門科目）

注 意 事 項

１ 試験時間等

専門科目の試験問題数は８０問で，解答時間は２時間２０分です。

２ 受験番号等の記入方法

はじめに，解答用紙に学校名，氏名を記入してください。次に，右側の一番上の欄に受験

番号を記入し，その下のマークシートの欄には，受験番号の英字及び数字に対応する○を，

次表の例にならって塗りつぶしてください。

（例） 受験番号 １６Ａ０１２－３４５６Ｈ の場合

３ 解答方法

� 出題形式は五肢択一を基本とする多肢選択形式となっています。各問題には１から５ま

で５つの答えがありますので，そのうち，問題に対応した答えを〔例１〕では１つ，〔例

２〕では２つを選び，解答用紙に解答してください。

〔例１〕 問題 ２０１ 次のうち，県庁所在地として，正しいものを１つ選びなさい。

１ 函館市

２ 郡山市

３ 横浜市

４ 米子市

５ 北九州市

正答は「３」ですので，解答用紙の

問題 ２０１ １ ２ ３ ４ ５ のうち，３ を塗りつぶして，

問題 ２０１ １ ２ ４ ５ としてください。

平成２９年度
社 会 福 祉 士
精神保健福祉士全国統一模擬試験

（精神専門）解答用紙

学校名 ソーシャルワーク大学

氏 名 ソ 教 連 子

（注意） この場合，０も必ず塗りつぶしてください。

受
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１ ６ Ａ ０ １ ２ － ３ ４ ５ ６ Ｈ
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〔例２〕 問題 ２０２ 次のうち，首都として，正しいものを２つ選びなさい。

１ シドニー

２ ブエノスアイレス

３ 上海

４ ニューヨーク

５ パリ

正答は「２と５」ですので，解答用紙の

問題 ２０２ １ ２ ３ ４ ５ のうち，２ ５ を塗りつぶして，

問題 ２０２ １ ３ ４ としてください。

� 採点は，光学式読取装置によって行います。解答は，鉛筆を使用し， の外にはみ

ださないように濃く塗りつぶしてください。なお，シャープペンシルは問題ありません

が，ボールペンは使用できません。

良い解答の例………

悪い解答の例……… （解答したことになりません）

� 一度解答したところを訂正する場合は，消しゴムで消し残りのないように完全に消して

ください。鉛筆の跡が残ったり， のような消し方などをした場合は，訂正したこと

になりませんので注意してください。

� 〔例１〕の問題に２つ以上解答した場合は，誤りになります。〔例２〕の問題に１つ又は

３つ以上解答した場合は，誤りになります。

� 解答用紙は，折り曲げたり，チェックやメモなどで汚したりしないように特に注意して

ください。

４ その他の注意事項

� 印刷不良や落丁があった場合は，手を挙げて試験監督員に連絡してください。

� 問題の内容についての質問には，一切お答えできません。

� 試験終了後，この試験問題はお持ち帰りください。

� この試験問題は，複製，譲渡，電子記録媒体への記録・転載等を固く禁じます。



精神疾患とその治療

問題 ８４ 精神医学，精神医療の歴史に関する記述のうち，正しいものを２つ選びな

さい。

１ ピネル（Pinel, P.）は，フランスにおいて精神障害者を解放し，人道主義に基づ

く治療を実施した。

２ ビアーズ（Beers, C. W.）は，イギリスにおいてコミュニティケアの礎を築いた。

３ バザーリア（Basaglia, F.）は，１９６０年代，イタリアにおいて脱施設化運動を起こ

した。

４ クレペリン（Kreapelin, E.）は，臨床精神病理の立場から，統合失調症の一級症

状を述べた。

５ ロールシャッハ（Rorschach, H.）は，画像診断法を確立し，精神科診断学の発

展に貢献した。

問題 ８５ 脳や神経に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 頭頂葉は感情・意欲・言語などの機能をつかさどる。

２ ウェルニッケ中枢は感覚性の言語中枢であり，同部の損傷によって言語の理解が

困難になる。

３ 後頭葉は平衡感覚をつかさどり，同部の損傷によって回転性めまい・失調性歩

行・企図振戦などが現れる。

４ 間脳・中脳・橋・延髄をあわせて脳幹部という。

５ 小脳には視覚中枢がある。
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問題 ８６ ICD―１０に基づく精神疾患の組合せのうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ 小児自閉症 小児期および青年期に通常発症する行

動および情緒の障害

２ 非器質性睡眠・覚醒スケジュール障害 生理的障害および身体的要因に関連し

た行動症候群

３ 統合失調症 症状性を含む器質性精神障害

４ 摂食障害 成人のパーソナリティおよび行動の障

害

５ チック障害 神経症性障害，ストレス関連障害およ

び身体表現性障害

問題 ８７ アルコール依存症に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ アルコール依存症では，飲酒量が著しく増加するが，必要に応じて制御可能な場

合が多い。

２ アルコール離脱状態では，昆虫・小動物・小人などの幻視を主とする異常体験や

精神運動興奮などがみられる。

３ HALTはアルコール依存症からの回復に重要な生活習慣を表す語である。

４ アルコール依存症の診断では客観性をもたせるためAUDITを実施し，その点数

で確定診断を行う。

５ 長年の多量飲酒によるドーパミンの欠乏から，筋固縮・振戦・無動・姿勢反射障

害といった症状が出現するウェルニッケ脳症を呈することがある。
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問題 ８８ 次のうち，主にノンレム睡眠期にみられる所見として，正しいものを２つ

選びなさい。

１ 活発な眼球運動

２ 活発な寝返り

３ 金縛り

４ 脳波の�波（４～７Hz）

５ 睡眠時驚愕症

問題 ８９ 次の状態像と病名・尺度の組合せのうち，正しいものを２つ選びなさい。

１ 幻覚妄想状態 心的外傷後ストレス障害（PTSD）

２ 躁病相の評価 グラスゴー・コーマ・スケール（GCS）

３ 微小妄想 気分障害

４ 睡眠障害 双極性障害

５ ボディイメージの障害 自己愛性パーソナリティ障害

― 3 ―



問題 ９０ 修正型電気けいれん療法に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選び

なさい。

１ 施行時に筋弛緩薬を用いる必要はない。

２ 妊娠初期の患者には用いてはならない。

３ 治療効果がすぐには現れにくいため定期的に行う必要がある。

４ 繰り返し行うと記憶障害が起こりやすいという問題がある。

５ 繰り返し行うと脊椎圧迫骨折が起こりやすいという問題がある。

問題 ９１ 次のうち，薬物の投与によって減少する物質として，正しいものを１つ選

びなさい。

１ 定型抗精神病薬によるプロラクチン

２ 非定型抗精神病薬による顆粒球

３ 抗うつ薬によるセロトニン

４ 抗酒薬によるアセトアルデヒド

５ 抗認知症薬によるアセチルコリン
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問題 ９２ 精神疾患の治療に関する記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 力動精神療法（精神分析的精神療法）は，主にうつ病の治療に用いられる。

２ 認知行動療法は，強迫性障害の治療における第一選択として推奨されている。

３ 選択的セロトニン再取り込み阻害薬（SSRI）はうつ病の治療に特異的に用いら

れる。

４ 社会生活技能訓練（SST）は，統合失調症の治療において薬物療法の効果が得ら

れないときに適用となる。

５ 集団療法は，精神作用物質による依存症の治療の一つとして有効である。

問題 ９３ 精神科治療における人権擁護に関する記述のうち，正しいものを１つ選び

なさい。

１ 「精神保健福祉法」では，例外的な場合を除いて懲罰を目的とした身体的な拘束

を行ってはならないとされている。

２ 患者の隔離は，１２時間を超えない範囲で，精神保健指定医以外の医師の判断に

よって可能である。

３ 医療保護入院とは，精神障害者の心身を医療的に保護する目的で定められた入院

形態であり，入院にあたって精神保健指定医の診察は必要としない。

４ 措置入院とは，都道府県知事による強制入院であり，入院にあたっては１人以上

の医師の診察が必要である。

５ 緊急措置入院の場合の入院期間は１週間以内である。

（注） 「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」のこ

とである。
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精神保健の課題と支援

問題 ９４ エリクソン（Erikson, E. H.）の心理・社会的発達理論に関する次の記述の

うち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 乳児期（０歳～１歳）は，養育者との相互関係のなかで自主性を獲得する時期で

ある。

２ 幼児期初期（１歳～３歳）は，養育者とのコミュニケーションを通じて，基本的

信頼感を獲得する時期である。

３ 幼児期後期（３歳～６歳）は，自発性（もしくは積極性ともいう）を獲得する時

期であり，他者と友好的な関係を築いたり，大人のすることを真似したりするよう

になる。

４ 学童期（６歳～１２歳）は，自律性を獲得する時期であり，しつけなどの外部から

の力によって，自身の衝動を統制する内的な枠組みがつくられる。

５ 青年期（１８歳～３０歳頃）は，「男性らしさ」あるいは「女性らしさ」といった社

会的な性役割を強く意識する時期である。

問題 ９５ 「平成２８年中の自殺の状況」（厚生労働省・警察庁）において，正しいも

のを１つ選びなさい

１ 自殺者総数は，前年より増加している。

２ 女性の自殺死亡率は，前年より増加している。

３ 高齢者の自殺死亡率は，前年より増加している。

４ 自殺の動機は，経済・生活問題が最も多い。

５ 未成年の自殺の動機は，学校問題が最も多い。
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問題 ９６ 要保護児童対策地域協議会に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選

びなさい。

１ ２００４年（平成１６年）の児童福祉法の改正によって，地方公共団体に要保護児童対

策地域協議会が必置されることが明記された。

２ 要保護児童対策地域協議会の対象児童は，虐待を受けた子どもに限られる。

３ 要保護児童対策地域協議会の構成員は，「関係機関，関係団体及び児童の福祉に

関連する職務に従事する者その他の関係者」であり，NPOやボランティア，民間

団体などは含まれない。

４ 要保護児童対策地域協議会の構成員には，職務に関して知り得た秘密を漏らして

はならない義務があり，この義務に違反した場合には罰則がある。

５ 要保護児童対策地域協議会の構成員の代表者による会議，いわゆる「代表者会

議」は毎週開催される。

問題 ９７ 過労死等防止対策推進法に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選び

なさい。

１ 「過労死等」の定義を「業務における心理的負荷を原因とする自殺による死亡ま

たは精神障害」としている。

２ 法の目的は，過労死等の防止のための対策を推進させ，過労死等がなく心身とも

に健康で働き続けることができることであり，仕事と生活の調和（ワークライフバ

ランス）については言及されていない。

３ 国は，過労死等の防止のための対策を効果的に推進するように努めなければなら

ない。

４ 過労死等の防止のための対策は，調査研究等，啓発，相談体制の整備等，民間団

体の活動に対する支援の４項目が規定されている。

５ 内閣府に過労死等防止対策推進協議会を設定することが規定され，協議会の委員

は内閣総理大臣が任命する。
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問題 ９８ 薬物乱用に関する次の記述のうち，正しいものを２つ選びなさい。

１ 精神神経作用物質（薬物）は，体性神経系を抑制したり興奮させたりする作用が

ある。

２ 危険ドラッグにおける指定薬物を迅速に指定するにあたり，緊急を要する等の場

合には，薬事・食品衛生審議会を開催するなどの手続きを経ないで指定を行うこと

ができる。

３ ２０１４年（平成２６年）の薬事法（現・医薬品，医療機器等の品質，有効性及び安全

性の確保等に関する法律）の改正に伴い，危険ドラッグなどの指定薬物を授与目的

で貯蔵または陳列することも禁止された。

４ ２０１５年（平成２７年）中の少年及び２０歳台の大麻事犯による検挙人員は，前年に比

べ減少している。

５ 保護観察所において，覚せい剤事犯保護観察対象者等に対する「薬物再乱用防止

プログラム」では，簡易薬物検出検査を実施しない。

問題 ９９ いじめ防止対策推進法に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びな

さい。

１ いじめ防止対策推進法は，いじめ防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進

するため，国および地方公共団体等が基本理念を定め，学校の責務を明らかにする

ものである。

２ いじめの定義は，身体的・心理的な攻撃を継続的に加え，相手が深刻な苦痛を感

じているものをいうと規定されている。

３ 学校における「いじめ防止基本方針」の策定は努力義務とした。

４ 学校は，いじめ防止等に関する措置を実効的に行うため，複数の教職員，心理，

福祉等の専門家その他の関係者により構成される組織を任意で置くことができる。

５ いじめが犯罪行為として取り扱われるべきものであると認められた場合は，所轄

警察署と連携することが定められている。

（注） 「いじめ防止基本方針」とは，「いじめの防止等のための対策を総合的かつ効

果的に推進するための基本的な方針」のことである。
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問題 １００ 家族間で生じる虐待や暴力に関する記述のうち，正しいものを２つ選び

なさい。

１ 児童相談所での児童虐待相談対応件数は減少している。

２ 児童虐待のうち心理的虐待の割合が増加している。

３ 児童への虐待者は，実父以外の父が最も多い。

４ 配偶者暴力相談支援センターにおける相談件数は増加している。

５ 配偶者暴力被害の相談場面では，被害者が援助を希望しなければ積極的な情報提

供は行わない。

問題 １０１ 国際連合の精神保健活動に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選

びなさい。

１ 「ミレニアム開発目標」は，世界の８０％の国々が，少なくとも２つの機能してい

る国の他部門によるメンタルヘルスの促進と予防のプログラムを２０２０年までにもつ

ことである。

２ 「ミレニアム開発目標」は，２０１５年までに達成すべき開発分野における８つの目

標について，２０１５年までに一定の成果をあげ，「ミレニアム開発目標報告２０１５」に

まとめた。

３ 「持続可能な開発目標」には，発展途上国におけるメンタルヘルスの目標が設定

されている。

４ 「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」には，「メンタルヘルスアクション

プラン２０１３－２０２０」の発展途上国における目標を報告することになっている。

５ 「持続可能な開発目標」には，ジェンダーに関する目標として「ジェンダー平等

推進と女性の地位向上」が設定されている。
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問題 １０２ 「子供の貧困に関する指標の見直しにあたっての方向性について」（内閣

府）に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 子どもの貧困対策を総合的に推進するには，世帯の経済状況のみならず，教育や

成育環境などの子どもたちを取り巻く状況を多面的に把握する必要がある。

２ 「教育の機会均等の確保に関する指標」として，学力に課題のある子どもの状況

については特に把握する必要はない。

３ 「健やかな成育環境の確保に関する指標」として，健康・生活習慣に関する状況

の把握の必要性のみが示されている。

４ 子どもの貧困対策の実施状況を示す指標として，スクールカウンセラーの配置人

数（配置率）については特に示されていない。

５ 物質的はく奪指標（必需的な財・サービスの保有・利用状況から貧困を捉える集

計的な指標）は，今後は用いないこととなった。

問題 １０３ 「臨床研究に関する倫理指針」（厚生労働省）に関する次の記述のうち，

正しいものを１つ選びなさい。

１ 厚生労働省が策定した「臨床研究に関する倫理指針」は，日本医師会が示した「ヘ

ルシンキ宣言」として示された倫理規範に基づいている。

２ 厚生労働省の「臨床研究に関する倫理指針」の目的には，科学的観点において関

係者が遵守すべき事項は含まれていない。

３ インフォームド・コンセントにおける代諾者は，三親等内の親族でなければなら

ない。

４ インフォームド・コンセントについて，被験者が未成年者の場合，研究者等は被

験者に分かりやすい言葉で十分な説明を行い，本人の理解が得られれば，被験者の

みにインフォームド・コンセントを行う。

５ インフォームド・コンセントにおける代理人とは，未成年者および成年後見人の

法定代理人または情報の利用目的の通知，開示，訂正など，本人が委任した者であ

る。
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精神保健福祉相談援助の基盤

問題 １０４ 精神保健福祉士法に関する次の記述のうち，正しいものを２つ選びなさ

い。

１ 社会福祉士及び介護福祉士法に規定される誠実義務に関する内容は，精神保健福

祉士法にも規定されている。

２ 精神保健福祉士の名称は，国家試験に合格すれば使用できる。

３ 精神保健福祉士が業務を行うにあたっては，医師の指示を必要とする。

４ 精神保健福祉士は，資質向上の責務として，相談援助に関する知識および技能の

向上に努めなければならないと規定されている。

５ 精神保健福祉士の信用失墜行為に対しては，１年以下の懲役または３０万円以下の

罰金に処されることが規定されている。

問題 １０５ 精神保健福祉士の役割に関する次の記述のうち，適切なものを２つ選び

なさい。

１ 精神保健福祉士の役割には地域相談支援は含まれていない。

２ 長期在院患者の地域移行を支援する際に，退院にストレスを感じ拒否的になる患

者については，自己決定の視点から支援を行わない。

３ 精神障害者の支援において，当事者同士の関係性に重きをおくピアサポートを進

めるなかで精神保健福祉士が担う役割はない。

４ 日本精神保健福祉士協会倫理綱領では，個人の尊厳を尊び，人と環境の関係をと

らえる視点をもち，共生社会の実現を目指すことが記されている。

５ 近年では，児童や高齢者，発達障害，産業などの各領域においても，メンタルヘ

ルスに関するニーズが増え，精神保健福祉士の支援活動に期待する声がある。
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問題 １０６ 日本精神保健福祉士協会倫理綱領のなかの倫理基準中「クライエントに

対する責務」に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ クライエント自ら決定することが困難な状況にある場合，精神保健福祉士の判断

で問題解決を図った。

２ 精神保健福祉士が事例検討会に事例提出をする際，クライエントに対する支援の

質向上を目的としているものであれば本人の了解を得なくてもよい。

３ 退職をした精神保健福祉士はすでに業務を退いているため，業務上知り得たクラ

イエントの個人情報について秘密保持の義務からは除外される。

４ クライエントへの言動について本人から直接批判を受けたが，個人的に納得いか

ないものだったため無視することにした。

５ クライエントから個人情報の開示請求を受けたが，第三者の情報についての記載

があったため，第三者の情報を保護して開示した。

問題 １０７ 社会福祉士に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 社会福祉士の倫理綱領は，３つの価値と原則，５つの倫理基準から構成されてい

る。

２ 社会福祉士及び介護福祉士法において，資格の質の担保のために更新研修を受け

ることが義務づけられている。

３ 社会福祉士及び介護福祉士法において，社会福祉士の義務における誠実義務で

は，社会福祉士は相談援助等に関する知識及び技能の向上に努めなければならない

とされている。

４ ２００７年（平成１９年）に成立した社会福祉士及び介護福祉士法等の一部を改正する

法律においては，他職種との連携が強化されることとなった。

５ 社会福祉士が必置とされている機関や施設はない。
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問題 １０８ ２０１４年に採択されたソーシャルワークのグローバル定義に関する次の記

述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 原理に「個人的責任」と「多様性尊重」が付け加えられた。

２ 定義のなかで，ソーシャルワークは「実践に基づいた専門職であり学問である」

とし，実践と研究をソーシャルワークの両輪として位置づけている。

３ ソーシャルワーク専門職の中核となる任務は，「社会変革」と「人々のエンパワ

メントと解放」の２点に集約される。

４ グローバル定義では，欧米の理論や知識に対して評価しており，先住民を含めた

諸民族の知にまでは踏み込んでいない。

５ 「実践」においては，ソーシャルワーク実践の優先順位は，文化的，歴史的及び

社会経済的条件によって相違がないよう記されている。

問題 １０９ 精神保健福祉士が行う相談援助に関する次の記述のうち，正しいものを

１つ選びなさい。

１ 精神保健福祉士は利用者を保護する観点から，利用者が不利になるような情報は

伝えないようにする。

２ 課題中心モデルは，利用者の問題に焦点をおき，変化すべき行動を観察すること

によって，問題行動を修正しようとする考えをいう。

３ ネットワークの構造は柔軟で開放的であるため，常に変化するものである。

４ 社会資源の選択において利用者の自己決定能力が著しく阻害されている場合は，

精神保健福祉士が本人の代わりによりよい資源を選択することが求められる。

５ ストレスコーピングとは，病気や障害によって失われたものを回復する過程をい

う。
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問題 １１０ 障害者の権利擁護について，正しいものを１つ選びなさい。

１ 世界人権宣言は，すべての障害者によるあらゆる人権及び基本的自由の完全かつ

平等な享有を促進し保護し，確保するための包括的総合的な国際条約である。

２ 障害者の権利宣言は，すべての国民が障害の有無によって分け隔てられることな

く，共生する社会の実現を目指していくことを目的としている。

３ 障害者の権利に関する条約は，すべての人間は生まれながらにして自由であり，

尊厳と権利について平等であることが示されている。

４ 「障害者差別解消法」は障害者の権利を保護し，それらの福祉，リハビリテーショ

ンを確保する権利を宣言したものである。

５ 日本精神保健福祉士協会倫理綱領では，精神保健福祉士はクライエントの社会的

復権・権利擁護と福祉のための専門的・社会的活動を行う専門職であることが明記

されている。

（注） 「障害者差別解消法」とは，「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法

律」のことである。
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問題 １１１ Ａさん（３５歳，男性）は，幼い頃に父親を亡くし，母親に育てられてき

た。高校時代に周囲の視線が気になり，一時不登校となった。その時に精神科を受

診し，統合失調症と診断されたが，その後大学に進学し卒業した。大学卒業後は実

家で母親と生活しながら，障害者雇用の枠で一般企業で働いていた。しかし，母親

が突然亡くなり，生活環境が一変した。また同時期に仕事上のストレスも重なり，

統合失調症が再発し，精神科病院に入院した。３か月の入院加療の後，症状も落ち

着き，主治医も退院可能と判断し，ＡさんはＢ精神保健福祉士から退院を勧められ

た。退院後は単身生活になるため，Ａさんは生活全般について不安をもっている。

次のうち，Ｂ精神保健福祉士のかかわりとして，最も適切なものを１つ選びなさ

い。

１ 不安があるのであれば，退院について考えることを即座に中止するようアドバイ

スをする。

２ 退院後Ａさんの地域生活が円滑になるよう近隣住民に対して，Ａさんの病状や生

活スキルなどをＢ精神保健福祉士がＡさんに代わって知らせる。

３ どのような点が不安なのかを聞き，その不安を解消し，Ａさんが地域で生活しや

すい方法をともに考える。

４ Ａさんの不安を真摯に受け止め，精神医療審査会に不服申し立て（審査請求）を

行うことをアドバイスする。

５ 主治医も退院が可能と判断していることから，Ｂ精神保健福祉士は，主治医の指

示に従い退院するようＡさんに促す。
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問題 １１２ 相談援助にかかわる専門職の役割として，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ スクールソーシャルワーカーは，事件・事故などの緊急時における被害児童・生

徒の心のケアや教職員のストレスマネジメン卜を行う。

２ 介護支援専門員は介護保険施設に配置され，利用者の自立を目指してリハビリ

テーションを行うことを業務とする。

３ 社会復帰調整官は，「医療観察法」の対象者に対して生活環境の調査や調整，関

係機関相互間の連携を行う医療機関に配属された専門職である。

４ 精神保健福祉相談員は，精神保健福祉センターや保健所等に配置され，精神障害

者やその家族等を訪問し，必要な指導を行う役割を担っている。

５ 相談支援専門員は，福祉サービス事業所に配置され，ケアマネジメントの手法を

用いてサービス利用にかかるアセスメントを行い，個別支援計画を作成する。

（注） 「医療観察法」とは，「心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療

及び観察等に関する法律」のことである。
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（精神保健福祉相談援助の基盤・事例問題１）

次の問題を読んで，問題１１３から問題１１５までについて答えなさい。

〔事 例〕

精神科診療所に勤務するＣ精神保健福祉士は，Ｄさん（４０歳，女性）の主治医か

ら生活問題への相談支援を要請され，担当となった。Ｄさんは婚姻中に夫からの暴

力被害が酷く２年前に離婚し，現在は娘Ｅさんとアパートで暮らし，パートの掛け

持ちで生計を立てている。ＤさんはＣ精神保健福祉士との定期面接の初回で中学２

年生のＥさんに対する心配事を話した。Ｄさんの話では，Ｅさんが学校を欠席気味

のため心配して話を聞いたところ，かつて父親から暴力を受けたことによる自己否

定の感情が強く，将来に希望をもてず，時々死にたくなってしまうと聞かされた。

ＤさんはＥさんの暴力被害を気づかずにいたことで申し訳なさと自責の念で複雑な

気持ちになったという。また，痩せが気になったのでさらに聞いたら，食べ吐きを

していて，最近は生理も不順になったことをやっと話してくれたとのこと。腕に切

り傷も見えて心配になったが，それ以上深く聞けないという。

翌週の面接では，学校の担任から，万引きを繰り返すグループからＥさんが誘わ

れている様子なので家庭でも注意するよう求められたが，暴力被害の件でＥさんに

申し訳なさを感じているＤさんは，どう対応したらよいか困っているのだと話され

た。Ｃ精神保健福祉士は，Ｄさんのためにも，教育現場の専門家に状況を話してＥ

さんへの支援を求めることについて，Ｄさんの了解を得て連絡することにした。（問

題１１３）

Ｅさんの様子を聞いたＣ精神保健福祉士は，主治医に相談し，Ｄさんの受診時に

Ｅさんに同伴してもらい，話を聞いた。結果，Ｅさんも医師の診察を受け，摂食障

害とうつ症状の診断がつき，今後，臨床心理士のカウンセリングを受けることと

なった。（問題１１４）

半年後にＤさんは，脳梗塞で入院中の父親が退院可能となったが，後遺症や軽度

の認知症があり単身生活が困難なうえに同居も難しいと，新たな心配事を話してき

た。Ｃ精神保健福祉士は助言をし，Ｄさんと近日中の面接を約束した。（問題１１５）
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問題 １１３ 次の記述のうち，Ｃ精神保健福祉士の対応について，最も適切なものを

１つ選びなさい。

１ 自宅と中学校がある地域の児童相談所に相談し，児童福祉司に支援を求める。

２ Ｅさんの通う中学校区内の保健所の保健師に，教員との連携のもとＥさんの支援

を依頼する。

３ Ｅさんの通う中学校に配置されているスクールカウンセラーに連絡を取り，Ｅさ

んのカウンセリングと生活面のケアを含め支援を依頼したいと話す。

４ 児童生活支援員に連絡をとり，不良行為のおそれのある生徒としてＥさんを指導

してもらう。

５ Ｅさんの通う中学校を担当するスクールソーシャルワーカーに連絡を取り，Ｅさ

んの状況改善と，Ｄさんの家族支援の観点から連携・協働を求める。

問題 １１４ 次の記述のうち，Ｅさんの支援について，適切なものを１つ選びなさ

い。

１ Ｅさんへの支援は多機関や多職種チームケアが求められるが，教育機関と医療機

関とで分野が異なるため，関係者が集まって協議する場は必ずしも必要ではない。

２ ＤさんとＥさんの両者の情報把握や支援方針を考えるうえで，Ｃ精神保健福祉士

がＥさんの担当を兼ねることが望ましい。

３ Ｄさんから聞いたＥさんの様子から，Ｃ精神保健福祉士は医療的ケアの必要性を

感じ，医師に相談しＥさんに受診を勧めた。

４ Ｅさんの治療や生活問題の支援には，医師を頂点に指示系統のはっきりしたマル

チディシプリナリ・モデルによる多職種チームアプローチが不可欠である。

５ Ｅさんの支援は多職種間で行われることが予測され，職種間で生じる対立やチー

ム内の�藤は必然の現象ととらえ，個々のチームがもつ自浄機能を促す。
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問題 １１５ 次の記述のうち，この時点での，Ｄさんに対するＣ精神保健福祉士の助

言として，適切なものを１つ選びなさい。

１ 「仕事と娘さんのことで精一杯でしょうから，お父様が介護保険の入所サービス

が受けられるように相談しましょう」

２ 「お父様との同居は難しいですものね。お父様の今後の生活について関係機関の

方も交えて一緒に考えていきましょう」

３ 「娘さんの調子がよくなったら，お父様の介護を手伝ってもらえないか相談して

みたらいかがですか」

４ 「今は家族のことを最優先に考えるときです。仕事を辞めて生活保護を受けなが

らお父様の介護をされたらいかがですか」

５ 「地域には認知症に関する相談や情報が得られる認知症カフェがあります。利用

されてみてはいかがですか」
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（精神保健福祉相談援助の基盤・事例問題２）

次の事例を読んで，問題１１６から問題１１８までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｆさん（７２歳，女性）は，２３歳の時に職場の男性上司の厳しい指導をきっかけに

統合失調症を発症した。以降，退職し親元で療養生活を送っていた。４１歳の時に自

立を目指して通院先である精神科クリニックのデイケアに通所を開始したが，元上

司と同年齢ぐらいの男性メンバーに対しては緊張が強く，ひどいときは不眠や幻聴

に苦しむこともあった。デイケアスタッフにも相談したが，緊張は改善されず，結

局デイケアを２年で退所し，その後，相談支援事業所に相談しながら，苦手とする

男性利用者がいない施設を探し，利用していた。そのようななか，Ｆさんが５２歳の

時，同居していた母親が亡くなり，Ｆさんは一人暮らしとなったが，周りの心配を

よそに，大きな病状の悪化を招くこともなく安定した生活を送っていた。現在は，

地域活動支援センターに通所したり，自宅で編み物や家事をして過ごしている。ま

た，地域活動支援センターに苦手とする利用者が来ても，通う曜日を変えるなどし

て，うまく対処している。

しかし，ある日，相談支援事業所のＧ精神保健福祉士に相談があると言ってき

た。話を聞くと「最近，アパートの隣の部屋に引っ越してきた人が，私のいない間

に勝手に私の部屋に入って物を盗んでいくみたいなのです。けれど，その人は私の

苦手な感じの人なので直接は確認できない」とのこと。なぜそう思うのか尋ねると，

「なんとなくそういう気がする」と言う。（問題１１６）

このことをきっかけにＦさんはアパートでの一人暮らしに不安を訴えるように

なった。ちょうどその頃，相談支援事業所の法人でグループホーム（共同生活援助）

の建設が計画されていた。Ｆさんも興味があるらしく，相談を受けたＧ精神保健福

祉士は，Ｆさんに施設について説明した。（問題１１７）

その後，Ｆさんは施設に移ったものの，アパートでの出来事や共同生活であると

いうこともあり，母の遺産が入った通帳管理が不安であると言う。そこで，Ｇ精神

保健福祉士は，Ｆさんと社会福祉協議会へ相談に行き，日常生活自立支援事業の手

続きに付き添った。（問題１１８）
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問題 １１６ 次の記述のうち，この時点でのＧ精神保健福祉士が行ったＦさんへの対

応として，適切なものを１つ選びなさい。

１ 診察に同行することを提案し，早急に受診するよう伝えた。

２ 苦手を克服するチャンスと考え，相手にどのように言えばよいかを社会生活技能

訓練（SST）で練習することをＦさんに提案した。

３ Ｆさんに人を疑うことはよくないことを伝えた。

４ Ｆさんに認知症の簡易検査を実施した。

５ Ｆさんの了解を得て，アパートを訪問した。

問題 １１７ 次の記述のうち，この時点でのＧ精神保健福祉士のＦさんに対する発言

として，適切なものを１つ選びなさい。

１ 「グループホームに入居すれば，何の不安もなくなるから入居した方がよいと思

いますよ」

２ 「グループホームは共同生活なので，我慢できないと生活できないけれどその覚

悟はありますか」

３ 「グループホームに入居するとどのような生活になると思いますか」

４ 「グループホームに入居するのは，希望者の自己決定が尊重されますので応募し

て大丈夫ですよ」

５ 「グループホームに入居するには，年齢制限が法律で決まっているのでＦさんは

難しいです」
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問題 １１８ 次のうち，この時点でＧ精神保健福祉士が行った支援として，適切なも

のを１つ選びなさい。

１ シチズン・アドボカシー

２ パーソナル・アドボカシー

３ リーガル・アドボカシー

４ パブリック・アドボカシー

５ ピア・アドボカシー
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精神保健福祉の理論と相談援助の展開

問題 １１９ 我が国の精神保健医療福祉の歴史に関する次の記述のうち，正しいもの

を１つ選びなさい。

１ １９１９年（大正８年）に制定された精神病院法の施行により精神病者監護法は廃止

され，私宅監置されていた精神障害者は精神病院に入院した。

２ １９６５年（昭和４０年）の精神衛生法改正により，保健所による精神衛生業務が充実

し，精神障害者の地域生活支援が一気に進むこととなった。

３ １９９５年（平成７年）の「精神保健福祉法」により，精神障害者等の「地域生活と

自立の促進」が位置づけられた。

４ １９８７年（昭和６２年）に精神衛生法が改正され，成立した精神保健法により，精神

医療審査会が新設された。

５ ２０１３年（平成２５年）に改正された「精神保健福祉法」により，医療保護入院に保

護者の同意が必要なくなったため，精神障害者家族の負担は軽減した。

（注） 「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」のこ

とである。
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問題 １２０ 精神障害者支援の理念や方法に関する次の記述のうち，正しいものを１

つ選びなさい。

１ リカバリーとは，症状がすべてなくなり，病気が完全に治癒することである。

２ ストレングスモデルとは，クライエントのウィークネス（脆弱性）をストレング

スに読み替える技法である。

３ ソーシャルインクルージョンとは，社会的に排除された人たちが，そうした状況

を改善する力を自ら高められるように支援することである。

４ アドボカシーとは，自己決定ができないクライエントに代わって，支援者が支援

方針を決めることである。

５ レジリエンスとは，人の回復する力，苦難に耐えて自分自身を修復する力を意味

する。

問題 １２１ 就労継続支援Ａ型事業所に勤務するＨさん（５０歳，男性）は，障害基礎

年金２級と工賃で生活費をやりくりしながらアパート生活を送っている。主治医や

就労継続支援Ａ型事業所の生活支援員は，金銭管理に不安があるため，日常生活自

立支援事業の利用を勧めている。しかし，Ｈさんは，好きな競馬に行けなくなるか

らと事業の利用を拒否している。Ｈさんは，計画相談支援を担当している相談支援

専門員に「好きな競馬に自分の金を使って何が悪い」「金は使い過ぎないようにす

ればいいだろ」「競馬のために働いているんだ」と愚痴をこぼしている。

次の記述のうち，相談支援専門員のＨさんへの支援として，適切なものを１つ選

びなさい。

１ 日常生活自立支援事業の利用を強く勧める。

２ ギャンブルをしてはいけないと諭す。

３ 就労継続支援Ａ型事業所で金銭管理をするようにお願いする。

４ 他の趣味を見つけるように助言する。

５ 競馬の魅力について聞く。
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問題 １２２ 精神科リハビリテーションに関する次の記述のうち，正しいものを２つ

選びなさい。

１ 精神科リハビリテーションの実施にとって，薬物療法は必要かつ十分な条件であ

る。

２ 精神科リハビリテーションにおけるチームは，専門職のみで構成される。

３ ストレングスモデルでは，支援者の活動の主要な場所は地域であるとされてい

る。

４ 精神科リハビリテーションは，当事者が機能を回復するのを助けるだけでなく，

専門家が最大限に介入することで，地域に定着して暮らせるようにすることであ

る。

５ 精神科リハビリテーションにおいて，支援のなかで健全な依存を増やすことは，

結果的には本人の自立につながるとされている。

問題 １２３ 医療機関における精神科リハビリテーションの対象者に関する次の記述

のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ レクリエーション療法は，病気のために余暇活動が制限されたり，自発的に行う

ことができない人が対象である。

２ 作業療法は，通院中の患者に対して行った場合，診療報酬の算定の対象としてい

ない。

３ 心理教育は，家族に対して行われるプログラムであり，障害のある当事者に対し

ては行わない。

４ 社会生活技能訓練（SST）は，通院中の患者に対して行った場合のみ診療報酬の

算定の対象としている。

５ 包括型地域生活支援プログラム（ACT）は，軽い精神障害のある人々を対象と

する。
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問題 １２４ Ｊさん（５０歳，男性）は，精神科病院に入院して７年が経過している。

主治医からは退院を勧められているが，Ｊさんは退院に対して消極的になってい

た。しかしながら，Ｊさんが親しくしていた仲間が退院していく様子や，この地域

で活動しているピアサポーターらによる病棟への訪問に加え，この精神科病院に勤

めているＫ精神保健福祉士を中心とする病棟職員の働きかけもあり，徐々に退院に

対する意欲が出てきた結果，自身の退院について，Ｋ精神保健福祉士らの助けも借

りながら，主体的に考えるようになってきた。周りの人から頼られることの多いＪ

さんだが，Ｋ精神保健福祉士は，退院後の生活を考えた際，Ｊさんが自ら抱えてい

る問題について人に伝えることが苦手であることが気にかかっていた。Ｊさんは，

Ｋ精神保健福祉士の勧めで，病院で行われているプログラムに参加することにし

た。

次のうち，ＪさんがＫ精神保健福祉士に参加を勧められたプログラムとして，最

も適切なものを１つ選びなさい。

１ ピアサポート養成講座

２ 社会生活技能訓練（SST）

３ 森田療法

４ アルコホーリクス・アノニマス（AA）

５ 家族心理教育
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問題 １２５ 精神保健福祉士が行う相談援助の展開に関する次の記述のうち，適切な

ものを１つ選びなさい。

１ アウトリーチには，ケース発見のための情報収集が含まれるが，本人が課題解決

に向けての意欲を高める動機づけの活動は含まれていない。

２ ケース発見の方法には，精神保健福祉士が所属する機関への直接的な相談がある

が，相談された機関では必ず相談援助を展開する。

３ プランニングとは，アセスメントで明らかになったニーズに対し，精神保健福祉

士のみで支援計画を策定する専門的な行為である。

４ プランニングでは，短期目標，中期目標，長期目標を設定するスキルが求められ

るが，短期目標にはクライエントの希望や熱望を記載する必要がある。

５ モニタリングでは，支援計画の進�状況の確認に加え，新たなニーズが生じてい

ないかを評価する。

問題 １２６ Ｌさん（２２歳，女性）は大学の大人数での講義の内容が理解できず，ま

た友人関係での言葉の行き違いや相手の意図がわからず，コミュニケーションを取

るうえでトラブルになることが多かった。その後抑うつ的になったため，近くの精

神科クリニックで診察を受け，その結果，自閉症スペクトラム障害の診断を受け

た。Ｌさんは，年齢の近い新人のソーシャルワーカーとの面接では，自分の興味の

ある話題については一方的に饒舌に発言するが，ソーシャルワーカーの質問に対し

てはほとんど返答がなく，面接場面でもコミュニケーションがうまく取れていない

状態であった。

このとき，Ｌさんへの質問の仕方として，適切なものを１つ選びなさい。

１ 「理解できない授業では，何が一番困っていますか？」

２ 「理解できない授業は，どのような感じの内容ですか？」

３ 「なぜ，友人とうまく付き合えないと思いますか？」

４ 「友人とSNSでのやり取りはしていますか？」

５ 「友人とトラブルがあったのは，どうしてだと思いますか？」
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問題 １２７ 家族会に関する次の記述のうち，適切なものを１つ選びなさい。

１ 精神障害者家族会の始まりは，入院患者の退院に伴い，精神科病院では退院先の

家族に対する服薬指導教室を行うことが義務づけられたことからである。

２ 家族会でお互いの経験や苦労について「わかちあう」ことは重要であるが，個人

情報の守秘義務があるため，必ず専門職を介在させることが必要である。

３ 家族会は，病気や治療に加え当事者とかかわるためのよりよい対応方法や対処

法，地域の社会資源，さまざまな制度について学びあう場である。

４ 家族が直面している困難や課題について，家族の立場から発言や広報活動をする

ことは，現状では行われていない。

５ 現在，全国組織として「わかちあい・学びあい・運動の３本柱」を行っている家

族会の団体は，全国精神障害者家族会連合会である。

問題 １２８ スーパービジョンの形態について記載された次の記述のうち，適切なも

のを１つ選びなさい。

１ 個人スーパービジョンとは，ソーシャルワークの倫理綱領や業務指針などに照ら

して，自身の業務を検討し，セルフアセスメントを行う形態である。

２ ピアスーパービジョンとは，１人のスーパーバイザーが複数のスーパーバイジー

に対して行う形態である。

３ ライブスーパービジョンとは，固定的なスーパーバイザーが不在で，スーパーバ

イジーが複数の場合，お互いに意見を出し合い検討する形態である。

４ ユニットスーパービジョンとは，複数のスーパーバイザーが，１人もしくは複数

のスーパーバイジーに対して行う形態である。

５ セルフスーパービジョンとは，スーパーバイザーとスーパーバイジーが１対１で

行う形態である。
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問題 １２９ Ｍ精神保健福祉士は今年度からＵ相談支援事業所に移動となった。付近

にはＶ精神科病院があり，デイケアグループが年に数回，Ｕ相談支援事業所の喫茶

コーナーに訪れるプログラムを行っている。以前，そのプログラムに参加していた

Ａさんが，作業所等で働くことを希望して，Ｂ看護師とともにＵ相談支援事業所を

訪れた。Ｍ精神保健福祉士は，安心して相談できる雰囲気づくりを行ったうえでＡ

さんと面接を行い，Ａさんの相談援助の希望を確認し，Ａさんのニーズや状況を把

握していった。

次のうち，この段階でＭ精神保健福祉士が行ったケアマネジメントの過程を説明

するものとして，正しいものを１つ選びなさい。

１ エバリュエーション

２ インテーク

３ インターベンション

４ リンケージ

５ アセスメント
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問題 １３０ 統合失調症で精神科病院に任意入院中のＣさん（６１歳，男性）は，半年

後の退院を目指すこととなった。しかし，Ｃさんにとっては５年ぶりの一人暮らし

となることや，Ｃさんの年齢や薬の飲み忘れを心配した弟からは，グループホーム

に入ったほうが安心なのではないかと言われている。Ｃさんは気ままな一人暮らし

を望んでいるが，退院が現実的になるにしたがって病気や服薬のことなど不安を感

じるようになってきた。

精神科病院のＤ精神保健福祉士は，Ｃさんの地域生活に向けて，医療と地域の関

係機関を含めたチームで支援することが望ましいと考えていた。

次のうち，Ｃさんが利用するサービス等として適切なものを２つ選びなさい。

１ 自発的活動支援事業

２ 精神科訪問看護・指導

３ 訪問介護

４ 障害者就業・生活支援センター

５ 地域相談支援

問題 １３１ 精神保健福祉ボランティアに関する次の記述のうち，正しいものを１つ

選びなさい。

１ より専門的な活動ができるように精神保健福祉士の倫理綱領を遵守させる。

２ 当事者の体験談は個別性が高いため，ボランティア養成講座の内容としては適切

でない。

３ 相談支援事業所がボランティアセンターの役割を担う。

４ 精神保健福祉ボランティア養成は普及啓発の側面もある。

５ 精神保健福祉ボランティアは専門職でないため，クライエントの秘密を守らなく

てもよい。
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（精神保健福祉の理論と相談援助の展開・事例問題１）

次の事例を読んで，問題１３２から問題１３４までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｅさん（３５歳，男性）は従業員２００名の医薬品メーカーで働いており，妻のＦさ

ん（３０歳，女性）と２人暮らしである。以前から夫婦の関係はうまくいっておらず，

現在では会話もなく必要事項をメールするのみとなっている。また不景気による人

員削減でＥさんの最近１か月あたりの時間外・休日労働時間は月８０時間を超え，職

場のストレスチェックで高ストレス者との結果が出た。Ｅさんとしては自身のメン

タルヘルスについて気になったものの，職場の上司や事業場内産業保健スタッフに

相談するのも気が引けることから，以前に散歩で訪れたことのある喫茶店が併設さ

れたＷ保健所のＧ精神保健福祉相談員（精神保健福祉士）のところへ相談に訪れた。

Ｅさんは几帳面な性格で責任感も強く，職場でも正確な仕事ぶりを評価されてい

た。しかし，最近では眠れない日が続いて仕事上のミスを指摘されるようになって

しまい，上司からしばらく仕事を休んではどうかと言われているという。Ｅさんは

内向的な性格でもあり，元々夫婦のコミュニケーションは少なかったが，最近では

仕事等のストレスから辛くあたってしまい，妻のＦさんとの折り合いはさらに悪化

しており，「話しかけても相手にしてもらえないだろう」と思い，妻にも相談でき

ずにいたという。（問題１３２）

その後，Ｇ精神保健福祉相談員に相談を重ねたＥさんは，妻のＦさんの付き添い

でＹクリニック（精神科診療所）を受診し，職場を休職してＹクリニックのうつ病

リワークプログラムを行う精神科デイ・ケアに通うこととなった。（問題１３３）妻の

Ｆさんとうつ病の勉強会や家族グループにも参加するようになり，夫婦のコミュニ

ケーションも行われるようになっていった。

数か月後，Ｅさんは精神科デイ・ケアに遅れて来る日があるものの，リワークプ

ログラムにも積極的に参加するようになり生活リズムも回復してきた。ある日，

焦った様子のＥさんからＹクリニックのＨ精神保健福祉士に「休職が続いて職場に

迷惑をかけてしまっている。休職にも限度があると思うし，このままでは解雇され

てしまう不安があるので，早く職場に復帰したい」と相談があった。（問題１３４）
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問題 １３２ 次の記述のうち，この時点でのＧ精神保健福祉相談員のＥさんへの対応

として，最も適切なものを１つ選びなさい。

１ まずは夫婦で一緒に相談に来てくれるように伝える。

２ Ｅさんの仕事や生活の様子，感じている問題や相談先等について聞く。

３ コミュニケーション教室や夫婦の会話勉強会への参加を促す。

４ うつ病に詳しい医療機関を紹介する。

５ Ｅさんのコミュニケーション上の課題について整理する。

問題 １３３ 次の記述のうち，Ｅさんが利用することになった精神科デイ・ケアにつ

いて，正しいものを２つ選びなさい。

１ 気分障害のデイケアでは，多様な疾患の利用者を入れることが利用者の安心感や

スタッフの負担軽減につながるとされる。

２ 精神科デイ・ケアの効果として，コミュニケーションスキルや社会性の向上があ

げられる。

３ インスティテューショナリズム（institutionalism；施設症）を防ぐため，近年で

は精神科デイ・ケアを居場所として捉えないほうがよいとされている。

４ 精神科デイ・ケアは１日８時間を標準として行われる。

５ 精神科デイ・ケアの内的治療構造には，プログラムのほか，目標設定やスタッフ

の役割分担が含まれる。

― 32 ―



問題 １３４ 次の記述のうち，この時点でのＨ精神保健福祉士の対応として，適切な

ものを１つ選びなさい。

１ 主治医からＥさんの上司に仕事上の配慮を指示してもらえるよう話してもらう。

２ 本人の自己決定を尊重し，事業場内産業保健スタッフと相談したうえで，試し出

勤から仕事を開始する。

３ 職場にＥさんの休職満了期日等について確認を行い，職場とＥさんの休職満了等

の期日や今後の見通しなどについて共有を図ることを提案する。

４ 再燃を防ぐため，本人が休職に至った経緯や要因を考えて気に病むことがないよ

うに他のことに気を向けてもらうようにする。

５ Ｅさんに復職判定は主治医が行うものであることを伝え，主治医に相談するよう

にしてもらう。
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（精神保健福祉の理論と相談援助の展開・事例問題２）

次の事例を読んで，問題１３５から問題１３７までについて答えなさい。

〔事 例〕

母子家庭で育ったＪさん（４８歳，女性）は大学卒業後，出版社へ就職し，雑誌の

編集担当部署で働いていた。多忙な日々を送っていたが，２８歳の頃から同僚に対す

る被害妄想が目立つようになり，精神科受診の結果，統合失調症と診断された。治

療に専念するため退職し，その後，母の同意による入院を繰り返していた。３５歳の

頃，母が他界し，それ以降１０年以上の入院が続いている。Ｊさんは「身寄りがいな

い。退院する自信もない」と頑なに退院を拒否している。

Ｊさんには入院中に知り合ったＫさん（３０歳，女性）という友達がいる。Ｋさん

も出版社で働いていたため，仕事に関する共通の話題も多く，年齢は離れているも

のの気が合い，一緒にいることが多かった。Ｋさんは退院後も頻回にＪさんの面会

に訪れ，充実した日々を送っていることを報告してくれている。

ある日，病棟看護師よりＪさんが担当のＬ精神保健福祉士と話がしたいと言って

いると連絡が入った。ＪさんはＬ精神保健福祉士に，自分はＫさんのように若くな

いし，家族もいないため，１人で地域で暮らす自信はないと話した。面接をしなが

らＬ精神保健福祉士は，Ｊさんが退院への強い不安を訴える一方で，退院に対して

関心をもち始めているのではないかと感じた。（問題１３５）

Ｌ精神保健福祉士はＪさんのように退院に不安を感じている入院患者が多くいる

ことを踏まえ，退院への不安について話し合うグループワークの開催を病棟管理者

に提案した。病棟スタッフとのミーティングを重ね，グループワークは地域移行支

援に力を入れ，ピアサポーターの養成講座も開催しているＺ相談支援事業所と協力

して進めることとなった。グループワークの内容については，Ｌ精神保健福祉士が

Ｚ相談支援事業所と検討を重ねて企画した。（問題１３６）

グループワークに継続して参加したＪさんは，数か月後，Ｌ精神保健福祉士に

「不安は尽きないけど，退院に向けてチャレンジしてみたい」と言ってきた。Ｌ精

神保健福祉士は地域移行支援・地域定着支援について丁寧に説明し，Ｊさんも利用

を希望したため，Ｚ相談支援事業所へ連絡をとることとなった。（問題１３７）
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問題 １３５ 次の記述のうち，この時点でのＬ精神保健福祉士の対応として，適切な

ものを１つ選びなさい。

１ Ｊさんの不安が強いため，不安を和らげる薬の処方を主治医に依頼する。

２ Ｊさんに自信をもってもらうため，退院までに取り組むことを指示する。

３ Ｊさんが不安になるのはＫさんの面会が影響しているため，看護師にＫさんの面

会を制限するよう提案する。

４ Ｊさんの不安を和らげるため，このままずっと入院していてもいいと伝える。

５ Ｊさんの話をもっと聞いて，Ｊさんのことを理解したいため，定期的な面接を提

案する。

問題 １３６ 次の記述のうち，Ｌ精神保健福祉士が企画するグループワークの内容と

して，適切なものを２つ選びなさい。

１ 社会生活技能訓練（SST）を行い，退院への不安に対処できるよう練習を繰り返

す。

２ 医師から統合失調症について説明してもらい，病気の理解の促進と服薬遵守を図

る。

３ 退院への不安について話しやすい雰囲気づくりを心掛け，同様の不安を抱えてい

る参加者同士の交流を促し，仲間意識を高める。

４ 入院経験のあるピアサポーターに来てもらい，地域でどのような生活を送ってい

るのか，体験談を話してもらう。

５ 退院への不安を感じるのは退院に対する認知の歪みによる影響のため，臨床心理

技術者による集団認知行動療法を行う。
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問題 １３７ 次の記述のうち，地域移行支援・地域定着支援について，Ｌ精神保健福

祉士がＪさんに説明した内容として，正しいものを１つ選びなさい。

１ 地域移行支援の利用対象者は，３年以上入院している精神障害者である。

２ 地域移行支援・地域定着支援の実施機関は指定特定相談支援事業者である。

３ 地域移行支援の支援内容は，地域生活に移行するための活動に関する相談，外出

への同行などであり，住居の確保については含まれていない。

４ 地域移行支援を利用するためには，都道府県に申請する。

５ 地域定着支援の利用において，グループホームや宿泊型自立訓練施設の入居者は

対象にならない。
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（精神保健福祉の理論と相談援助の展開・事例問題３）

次の事例を読んで，問題１３８から問題１４０までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｍさん（２６歳，女性）は，夫のＡさん（３４歳）と３歳になる娘と暮らしている。

Ａさんは会社員で普段はおとなしい性格なのだが，家でアルコールを飲み始めると

とたんに乱暴な物言いになる。娘が生まれた頃から，些細なことで怒鳴るようにな

り，Ｍさんに対して，「誰の金で生活していると思っているんだ！」「子どものこと

にかまけて家のことをおろそかにするな！」と強く言うようになった。最初はＭさ

んも「私だって頑張っているのよ」と反論していたが，そのことでＡさんの暴言は

悪化し，次第に物にあたるようになったため，ＭさんはＡさんの機嫌を損ねないよ

うに発言を我慢するようになった。アルコールが家にないと怒鳴るため，絶えず家

のなかにあるアルコールを切らさないようにした。Ａさんは，飲んでいないときに

は暴言はなく，むしろ子育てにも積極的であることから，Ｍさんも「根は良い人だ

から」「私の対応が悪いんだ」「きっといつかは気づいて改善してくれる」と期待し

ていた。

しかし，Ａさんの暴言は次第にエスカレートし，ついに，Ｍさんに対して暴力を

振るうようになった。娘の３歳児健診の際に，Ｍさんの腕にあざを見つけた保健セ

ンターの保健師から声をかけられたため，「夫がアルコールを飲み暴力を振るう」

と相談したところ，保健所へ相談に行くように助言された。Ｍさんは，保健所が

行っている市民向けこころの健康相談窓口へ行き，対応したＢ精神保健福祉相談員

（精神保健福祉士）に今までの出来事を伝えた。（問題１３８）

Ｍさんは，保健所での相談を継続しながら，Ｂ精神保健福祉相談員から紹介され

た保健所が開催しているアルコール家族教室へ参加するようになった。（問題１３９）

家族教室への参加によりＭさんの行動は変化し，「今は一緒に暮らすことはでき

ない」と感じ，娘を連れて実家へ住まいを移した。すると，Ａさんは次第に会社を

休んで日中から飲酒をするようになったという。会社からＭさんのもとに連絡が入

り，Ｍさんは再度，Ａさんの職場の上司とともにＢ精神保健福祉相談員のもとを訪

れた。（問題１４０）
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問題 １３８ 次の記述のうち，初回相談におけるＢ精神保健福祉相談員のＭさんに対

する対応として，最も適切なものを１つ選びなさい。

１ 「あなたの行為が問題を悪化させてしまっていますよ」と問題点に直面化させる。

２ 「離婚したらどうですか」と提案する。

３ 「お子さんのためにはここが我慢のしどころですよ」と励ます。

４ 「あなたの対応も問題ではないですか」と反省を促す。

５ 「これからは一緒に考えていきましょう」とねぎらう。

問題 １３９ アルコール家族教室のプログラムに関する次の記述のうち，最も適切な

ものを１つ選びなさい。

１ 本人の飲酒をコントロールする手段のレクチャー

２ 断酒会会員であるアルコール依存症本人の体験発表

３ 家族自身の生い立ちを振り返る内観療法

４ 精神障害者家族会の紹介

５ 家族が行ってきた本人への対応についての相互批判を行うミーティング

問題 １４０ 次の記述のうち，この時点で，Ａさんのアルコール問題への介入に関す

るＢ精神保健福祉相談員の支援として，最も適切なものを１つ選びなさい。

１ 精神科病院へ連絡し，措置入院が可能かどうか問い合わせる。

２ Ａさんが酒を飲んでいる夕方を見計らって，自宅を訪問する。

３ Ａさんの職場の上司と相談し，会社の産業保健師に協力を依頼する。

４ アルコール専門医療機関の医師に訪問診療を依頼する。

５ 地域包括支援センターの社会福祉士に自宅訪問を依頼する。
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（精神保健福祉の理論と相談援助の展開・事例問題４）

次の事例を読んで，問題１４１から問題１４３までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｃさん（３１歳，男性）は，弁護士を目指して大学の勉強やアルバイトに励んでい

た。しかし，アルバイト先の上司とのトラブルをきっかけに，大学２年生の秋頃か

ら，「上司が自宅に盗聴器をしかけて，自分の話をすべて聴いている」と訴えるよ

うになった。両親が諭すと，Ｃさんは怒り出し，暴力を振るうこともあった。両親

は悩んだ末，精神科病院を受診するよう，Ｃさんを説得した。しぶしぶＣさんが受

診をすると，統合失調症と診断され，３か月間の入院治療を要した。退院後，大学

復学を目指していたＣさんは薬の副作用を嫌い，怠薬しては体調を崩して再入院す

るという生活を数年繰り返した。そのうち，両親以外との交流もなくなり，復学も

就職も結婚もできず，Ｃさん自身も漠然とした不全感を抱えていた。

２８歳の頃，Ｃさんは主治医に「このままではいけないと思うが，どうしていいか

わからない」と相談した。主治医から院内の医療福祉相談室に面接依頼があり，Ｄ

精神保健福祉士が初回面接を担当した。ＣさんはＤ精神保健福祉士に，「大学を中

退し，弁護士の夢も叶えられなかったが，とりあえず働かなければいけない」「薬

を飲むと，余計に調子が悪くなる気がして，すぐやめてしまう」と語った。（問題１４１）

初回面接以降，Ｃさんは精神科デイ・ケアの仲間との交流を通じて，少しずつ服

薬の必要性を感じるようになった。半年後，Ｄ精神保健福祉士の紹介で，Ｃさんは

市内の就労移行支援事業所へ通所を開始した。担当のサービス管理責任者であるＥ

精神保健福祉士は，Ｃさんの希望を踏まえ，支援計画を立案した。Ｃさんは得意な

パソコンの入力作業を通じて，就職に対する手応えを感じるようになった。通所か

ら３か月後，Ｅ精神保健福祉士は，Ｃさんの今後の希望や支援目標の進�を確認し

た。（問題１４２）

その後，１年半が経過した。この間，Ｃさんは仲間との交流も活発になり，交際

相手との出会いも生まれた。Ｅ精神保健福祉士との面接では，「新しい夢や目標を

もてるようになったのも，同じ病気のある仲間のおかげだと思う。これからは，自

分の闘病体験を活かして，仲間の力になりたい」と笑顔で語った。（問題１４３）
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問題 １４１ 次の記述のうち，この時点でのＤ精神保健福祉士のＣさんへの声かけと

して，適切なものを１つ選びなさい。

１ 「服薬をやめてしまうと，働くことは難しいですね」

２ 「ご家族とともに，心理教育を受けてみませんか」

３ 「薬を飲むと，体調が悪くなる気がするのですね。何か生活に支障はあります

か」

４ 「薬を飲みたくないのなら，仕方ありませんね。自由にしてください」

５ 「前向きに新しい生活を始めるために，何か目標をもてるとよいですね」

問題 １４２ 次の記述のうち，この時点でのＥ精神保健福祉士のＣさんへのかかわり

として，適切なものを１つ選びなさい。

１ Ｃさんの作業能力の向上に焦点をあてて，達成状況を点検する。

２ 現在の支援計画では，Ｃさんの課題解決が難しいので，支援の終結を提案する。

３ Ｅ精神保健福祉士が，専門的な知見のもと，目標の優先順位を見直す。

４ パソコンの作業以外に，関心のある就職分野について確認する。

５ Ｃさんが安心感をもてるよう，退所後も支援を再開できることを伝える。

問題 １４３ 次の記述のうち，今後のＣさんについて，Ｅ精神保健福祉士の提案とし

て，適切なものを１つ選びなさい。

１ 精神保健福祉ボランティアの養成講座を紹介する。

２ 通信教育課程で，精神保健福祉士国家資格を取得してはどうかと提案する。

３ もう一度弁護士を目指すために，実際に働く人の話を聴く機会を提供する。

４ 一人暮らしに向けて，グループホームの利用手続きを進める。

５ ピアサポーター養成講座の情報提供を行う。
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精神保健福祉に関する制度とサービス

問題 １４４ 我が国の精神障害者に関する法律に関する次の記述のうち，正しいもの

を２つ選びなさい。

１ １９００年（明治３３年）制定の精神病者監護法で規定された私宅監置（座敷牢）は，

１９１９年（大正８年）の精神病院法の制定により廃止となった。

２ １９５０年（昭和２５年）制定の精神衛生法で初めて，患者本人の自由意思による入院

となる任意入院制度が設けられた。

３ １９８７年（昭和６２年）制定の精神保健法によって，人権や処遇に関して通院時及び

入院時の書面による権利の告知が義務付けられた。

４ 障害者基本法および地域保健法の制定を背景に，１９９５年（平成７年）に精神保健

法は「精神保健福祉法」に改正された。

５ ２０１３年（平成２５年）改正の「精神保健福祉法」で，長らく続いた保護者制度が廃

止となった。

（注） 「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」のこ

とである。
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問題 １４５ 精神障害者保健福祉手帳に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選

びなさい。

１ 精神障害者保健福祉手帳の所持者は，あわせて知的障害を有している場合であっ

ても，いずれか一方の障害者手帳しか所持することはできない。

２ 障害年金をすでに受給している者が，精神障害者保健福祉手帳を取得する際には

年金と手帳の等級は自動的に同じものとなる。

３ 精神障害者保健福祉手帳の障害等級２級の対象は「日常生活が著しい制限を受け

るか，又は日常生活に著しい制限を受けることを必要とする程度のもの」とされて

いる。

４ 精神障害者保健福祉手帳は，プライバシーへの配慮の観点に基づき，性別の記載

も顔写真の貼り付けもされない。

５ 精神障害者保健福祉手帳は，医師の診断書または障害年金の年金証書の写しと顔

写真を添えて申請書とともに市町村の窓口に提出することにより，市町村長によっ

て交付される。

問題 １４６ ２０１１年（平成２３年）に改正された障害者基本法に関する次の記述のうち，

正しいものを１つ選びなさい。

１ 精神障害者保健福祉手帳が規定された。

２ 基本理念に「障害を理由として，差別することその他の権利利益を侵害する行為

をしてはならない」と差別禁止が盛り込まれた。

３ 法の目的に「障害の有無によって分け隔てられることなく」「共生する社会を実

現する」とインクルージョンの理念が盛り込まれた。

４ 「精神障害者」の定義について，「統合失調症，精神作用物質による急性中毒又

はその依存症，知的障害，精神病質その他の精神疾患を有する者」と規定された。

５ 国際障害者年の理念である「完全参加と平等」を実現するために改正された。
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問題 １４７ 社会福祉協議会に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ 社会福祉協議会は，高齢者福祉の推進を図ることのみを目的としている。

２ 日常生活自立支援事業の実施主体は，都道府県と政令指定都市の社会福祉協議会

である。

３ 社会福祉協議会は，ボランティアの育成や福祉教育の推進にはかかわらない。

４ 市町村社会福祉協議会および地区社会福祉協議会は，社会福祉従事者及び社会福

祉事業の経営者の養成，指導など広域的な見地から活動をしている。

５ 社会福祉協議会は，法的に規定されていない。

問題 １４８ 精神保健福祉相談員に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びな

さい。

１ 資格は不要である。

２ 民間組織において活躍する。

３ 「精神保健福祉法」に規定されている。

４ 精神保健福祉に関する訪問指導は行わない。

５ 厚生労働大臣が任命する。

（注） 「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」のこ

とである。
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問題 １４９ 生活困窮者自立支援制度に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選

びなさい。

１ 生活困窮者一人ひとりの状況にあわせた支援プランを作成し，支援員が相談者に

寄り添いながら，ほかの専門機関と連携して，解決に向けた支援を行う。

２ 生活困窮者自立支援法では，自立相談支援事業，住居確保給付金の支給，就労準

備支援事業，一時生活支援事業，家計相談支援事業，学習支援事業を必須事業とし

ている。

３ 「平成２８年度生活困窮者自立支援制度の実施状況調査」の集計結果によると，自

立相談支援事業の運営方法は，直営方式との併用を含め，ほぼすべての自治体が委

託により実施している。

４ 「平成２８年度生活困窮者自立支援制度の実施状況調査」の集計結果によると，学

習支援事業の支援対象の割合は「生活保護世帯の小学生」が圧倒的に多い。

５ この法律において「一時生活支援事業」とは，離職などにより住居を失った者，

または失うおそれの高い者に，就職に向けた活動をするなどを条件に，一定期間，

家賃相当額を支給するものである。
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問題 １５０ 事例を読んで，地域生活定着支援センターに関する記述のうち，正しい

ものを１つ選びなさい。

〔事 例〕

Ｆさん（４０歳，男性）は過去に犯罪を繰り返し，現在も矯正施設へ入所中である。

Ｆさんは数十年前に統合失調症の診断を受けたが，今までに福祉サービスを利用し

たことはない。Ｆさんには頼れる家族がおらず，住居もないため，退所後に再び罪

を犯すことが危惧されていた。そのため，保護観察所はＦさんの円滑な社会復帰に

向けて，地域生活定着支援センターに支援協力を依頼した。

１ 地域生活定着支援センターは，Ｆさんが矯正施設を退所した後に支援を開始し

た。

２ Ｆさんは精神障害者保健福祉手帳を取得しておらず，地域生活定着支援センター

による支援を受けるためには，手帳を申請する必要がある。

３ Ｆさんが入所中の矯正施設所在地以外の都道府県で生活することを希望した場合

には，Ｆさんが希望する都道府県の地域生活定着支援センターが支援を行うことと

されている。

４ 地域生活定着支援センターは，Ｆさんに関する福祉サービス等の調整を行った場

合，都道府県知事に文書で報告しなければならない。

５ Ｆさんが社会福祉施設等に入所した場合，地域生活定着支援センターによるＦさ

んへの支援は終了となる。

― 45 ―



問題 １５１ 「医療観察法」に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 入院によらない処遇が決定されると，医療機関への通院は対象者の自己判断に任

される。

２ 精神保健観察の期間は，精神保健参与員が対象者の通院医療機関への通院の指導

や生活環境の調整等を行う。

３ ２０１３年（平成２５年）の「精神保健福祉法」の改正で保護者制度が廃止されたこと

を受けて，「医療観察法」の保護者の規定は削除された。

４ 初回審判から処遇終了までの審判は，地方裁判所によって決定される。

５ 「医療観察法」における重大な他害行為とは，殺人，放火，強制性交等，の３つ

である。

（注）１ 「医療観察法」とは，「心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医

療及び観察等に関する法律」のことである。

２ 「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」の

ことである。
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問題 １５２ 質的調査法に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 構造化面接は，いくつか簡単な質問をした後で，特定のテーマについて調査対象

者に自由に語ってもらう方法である。

２ 非構造化面接は，ある程度質問項目を準備するが，調査対象者の自由な語りがで

きるように，なるべくオープンエンディッド（制約のない）な質問を用いる方法で

ある。

３ 半構造化面接は，質問内容があらかじめ決まっていて，順序どおりに調査対象者

に質問していく方法である。

４ 参加観察法は，調査者が調査対象者となる人々やその活動の場面に関与して，見

聞きした事象を記録にしていくことである。

５ フォーカス・グループ・インタビューは，調査対象者同士の相互作用は生じない

ので，個別インタビューで生成されるデータと性質は同じである。
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（精神保健福祉に関する制度とサービス・事例問題）

次の事例を読んで，問題１５３から問題１５５までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｇさん（２２歳，女性）は，父親（４８歳）と母親（４６歳）の３人家族である。大学

４年生になった春頃から精神的に不調となり，精神科病院を受診したところ，統合

失調症と診断された。早期受診により入院には至らず，通院治療継続となった。Ｇ

さんは主治医と相談し，受診した翌月以降は大学を休学して回復に努め，ゆくゆく

は復学し卒業することを目指した。

父親は機械メーカー製造工場に勤務していたが，会社の経営事情により解雇さ

れ，母親がパート業務に従事しているが，家計全体を支えられる収入ではなかっ

た。Ｇさんが通院を開始してからも，父親の再就職が決まらないまま，蓄えを取り

崩しながら生活していた。住まいについては，亡くなった祖父母の家に住んでいる

ため，家賃支払いは不要だった。両親は最終的には生活保護の受給を覚悟していた

が，できれば生活保護を利用せずに生活できる方法を知りたいと思っていた。父親

は今後の再就職や当面の生活費の見通し等について，Ｇさんの通院先である精神科

病院のＨ精神保健福祉士に相談した。

Ｈ精神保健福祉士は，両親の意向を踏まえ，世帯全体の経済的基盤を確立するた

めの支援について取り組むこととし，各種制度の活用について情報提供を行った。

（問題１５３）

父親の相談から１か月後，今度はＧさん自身から，病状が回復した後の将来的な

就職等について心配があるとのことで，Ｈ精神保健福祉士は所得保障に関する支援

について相談を受けた。Ｇさんは，発症以前にしていたアルバイトの収入とその蓄

えで，２０歳から国民年金の保険料は欠かさず納付していた。（問題１５４）

その後，父親は身につけた技術を活かせる就職先が決まり，経済的問題が軽減さ

れる見通しは立ちつつあった。しかし，できるだけ早期の復学を希望しているＧさ

んの学費の問題が心配だった。（問題１５５）
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問題 １５３ 次のうち，Ｇさん世帯の支援における制度活用として，正しいものを１

つ選びなさい。

１ 生活困窮者自立支援制度による自立相談支援事業の活用

２ 生活保護による介護扶助の申請

３ 労働者災害補償保険

４ 生活困窮者自立支援制度による住宅確保給付金の支給

５ 傷病手当金

問題 １５４ 次のうち，Ｇさん自身がＨ精神保健福祉士に相談した時点で対象となる

可能性のある所得保障に関する経済的支援として，最も適切なものを１つ選びなさ

い。

１ 障害厚生年金

２ 特別障害給付金制度

３ 障害基礎年金

４ 生活保護による生活扶助

５ 医療保険制度の高額療養費制度

問題 １５５ 次のうち，Ｇさんが卒業までの大学生活を送るに当たり学費等の経済的

支援を得られる制度として，適切なものを１つ選びなさい。

１ 精神障害者保健福祉手帳

２ 自立支援医療（精神通院医療）

３ 生活保護による教育扶助

４ 生活福祉資金による教育支援資金の活用

５ 特別障害者手当
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精神障害者の生活支援システム

問題 １５６ 精神障害の特性に関する次の記述のうち，正しいものを２つ選びなさ

い。

１ 疾病と障害が共存することはない。

２ 対人交流を促進するような働きかけは悪影響を与える。

３ 新たな環境に対する不安が生じやすく，環境への適応に困難を示すことがある。

４ 精神障害者が意欲のない状態になるのは，環境のみが原因である。

５ 余暇活動や仲間づくりへ向けた働きかけは，心身へのプラスの影響が期待でき

る。

問題 １５７ 精神障害者の生活の実態に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選

びなさい。

１ 「平成２７年度衛生行政報告例」（厚生労働省）によると，精神保健福祉センター

における相談内容では，「ひきこもり」が最も多い。

２ 「平成２５年度障害者雇用実態調査」（厚生労働省）によると，雇用精神障害者数

を産業別にみるとサービス業が最も多く，次いで製造業，卸売業および小売業の順

である。

３ 「平成２７年度衛生行政報告例」（厚生労働省）によると，２０１５年度（平成２７年度）

末における精神障害者保健福祉手帳交付台帳登録者数の等級別では，３級が最も多

い。

４ 「平成２５年度障害者雇用実態調査」（厚生労働省）によると，雇用精神障害者を

疾病別にみると，医師の診断等による確認では「そううつ病」が最も多い。

５ 「平成２７年度衛生行政報告例」（厚生労働省）によると，一般・警察官等からの

精神障害者申請通報届出数は，２０１０年（平成２２年）以降，減少傾向にある。
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問題 １５８ 障害者の権利に関する条約に関する次の記述のうち，正しいものを２つ

選びなさい。

１ 就労の場では精神疾患の症状に対して合理的配慮を行わなければならないと規定

されている。

２ 精神障害者の福祉サービスは，都市部と地方で格差があることは認められない。

３ 精神科病院退院後は，治療が確実に継続されるよう，施設入所が推奨される。

４ 精神障害者は，あらゆる教育の機会を保障される。

５ 我が国では，障害者の権利に関する条約の実施の促進，保護，監視するための機

関として厚生労働省に「障害者政策委員会」を置く。
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問題 １５９ 事例を読んで，居住支援におけるＪ精神保健福祉士の支援内容につい

て，適切なものを１つ選びなさい。

〔事 例〕

Ｋさん（７０歳，女性）は，気分障害の診断を受け，Ｕ精神科病院に数回の入退院

を繰り返した後，生活保護を利用しながら現在はアパートで単身生活を送ってい

る。Ｕ精神科病院への定期的な通院治療と，Ｊ精神保健福祉士による訪問看護サー

ビスを利用している。Ｋさんは自身の身の回りのことはできているものの，最近で

は，水道光熱費の支払いを忘れたり，薬を飲み忘れたりすることが続いている。Ｋ

さん本人からは，金銭管理および今後の生活に関して「自信がない」や「不安であ

る」という発言がみられるようになってきた。

１ Ｋさんの最近の生活状況から，アパートでの単身生活を継続することは難しいと

判断し，グループホームへの入居を勧めた。

２ Ｋさんは生活保護費を受給中であることから，福祉事務所の担当ケースワーカー

に近況を報告し，Ｋさんと面談を行うよう依頼した。

３ Ｋさんの精神的な不安を軽減させるため，Ｕ精神科病院への短期入院を勧めた。

４ Ｋさん自身が不安を感じていることを考慮し，成年後見制度の活用を勧めた。

５ Ｋさん自身の不安な気持ちを受けとめ，地域定着支援事業等のサービスに関する

情報提供と相談対応を行った。
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問題 １６０ 行政機関に配置される精神保健福祉の専門職に関する次の記述のうち，

正しいものを１つ選びなさい。

１ 保健所の退院後生活環境相談員は，精神科病院の社会的入院の解消を図る。

２ 市町村では精神保健福祉相談員が，精神障害者やその家族の相談支援を行う。

３ 精神保健福祉センターの職場適応援助者（ジョブコーチ）は，就労支援を行う。

４ 市町村のサービス管理責任者は，精神障害者の支援計画の作成や評価を行う。

５ 都道府県に精神障害者雇用トータルサポーターを配置し，就労の相談援助に対応

する。
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（精神障害者の生活支援システム・事例問題）

次の事例を読んで，問題１６１から問題１６３までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｌさん（２８歳，男性）は，小学生の時から落ち着いて授業を聞いていることがで

きず，また友だちをつくることが苦手であった。高校３年生になり大学進学を目指

したが，これまでの孤立感や勉強に集中できないことが重なり，極度の不安感に襲

われ，また希死念慮が出現したため，精神科病院を受診した。そこでＬさんには自

閉症スペクトラム障害があり，二次的にうつ病に罹患していると診断された。

Ｌさんは大学進学をあきらめ，高校卒業後は発達障害専門のデイケアに通所する

こととなった。あるとき，デイケアで実習中の精神保健福祉士を目指す学生と出会

い，改めて大学に進学したいと思うようになった。

Ｌさんは少しずつ受験勉強を始め，発達障害のある学生として，大学に必要な配

慮を相談し進学することができた。大学進学後も，対人関係や勉学上のストレスに

より抑うつ状態となることも頻繁にあったが，休学や留年をしながらも卒業を目指

すことにした。大学卒業後は就職をしたいと考えていたため，大学の就職相談室に

相談した。そこで，就職面も含めＬさんのキャリアプランに沿った大学生活と就職

活動の両立や就職後も継続的に支援が可能なＶ機関に取り次いでもらうこととなっ

た。（問題１６１）

Ｌさんは，Ｖ機関の相談員から，働くための準備性を高めるために大学卒業後は

Ｗ機関も利用してみてはどうかと勧められた。（問題１６２）

Ｌさんは，Ｗ機関に定期的に通いながら人との関係性のもち方を練習し，働くた

めの職業準備性を高めていった。しばらくして，ＬさんはＷ機関のＭ精神保健福祉

士に相談し，実際に働く前に障害者雇用の実績がある近隣のＹ物販会社の倉庫で検

品作業などの実習を行うこととなった。実習を終えて，ＬさんはＭ精神保健福祉士

と振り返りを行い，１日６時間，週５日なら働くことができると伝えた。そこで，

ＬさんとＭ精神保健福祉士は，Ｙ物販会社の社長に，障害者雇用率制度によって雇

用してもらえないか相談することにした。（問題１６３）
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問題 １６１ Ｌさんが利用したＷ機関として適切なものを１つ選びなさい。

１ 発達障害情報・支援センター

２ 就労継続支援Ａ型事業所

３ 地域若者サポートステーション

４ 障害者就業・生活支援センター

５ 障害者職業能力開発校

問題 １６２ Ｗ機関を利用する際にＬさんに必要なこととして適切なものを１つ選び

なさい。

１ 精神障害者保健福祉手帳の申請

２ サービス等利用計画の作成

３ 障害支援区分の認定

４ 自立支援医療（精神通院医療）の受給

５ 職業評価

問題 １６３ このとき，Ｍ精神保健福祉士が会社に伝えた助成金等について，適切な

ものを１つ選びなさい。

１ 特定求職者雇用開発助成金（障害者初回雇用コース）

２ 特定求職者雇用開発助成金（発達障害者・難治性疾患患者雇用開発コース）

３ 報奨金

４ 障害者介助等助成金

５ トライアル雇用助成金（障害者トライアルコース）
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